≪H20・2・17：E（イージー）・O（オーダー）説明&相談会（北海道経済産業局）：青函トンネル記念館シアター室≫


　経済産業省関連の地域活性化支援制度、特に広域観光振興策への電源三法関連補助事業の有効活用について、説明会が開催されました。基本をベースにして地域の状況・要請に合わせて計画をオーダーしていくとの主旨説明がありました。内容は次のとおりでした。

　1、観光の波及効果の調べ方、結果の活用方法（ニセコ・羊蹄地域の事例）
　2、観光振興に当たっての広域他分野連携等ブランド化の考え方と施策活用
　3、電源地域振興策について（観光振興に利用可能な電源地域振興策の説明）

そして、渡島支庁の担当者からは、
　4、「根室フットパスの取組事例とウォーキング情報」と「渡島管内の観光概況」について説明がありました。

出席者からは、「民間で活動している団体へ直接支援する制度は無いか」、「殿様街道で考えているつり橋への補助支援策は」、「青函トンネル開通20周年記念事業として地元が広域連携していく策は」等の質問がありました。
　貴重な機会であったと思いますが、平成20年度での対応は、時期的に遅く、説明した支援策のいくつかは〆切が過ぎている事、相談会と言いながら商工会、観光協会関係者からの質問が無く、この種の専門的政策への対応は、町を中心に地元関係者が、事前に基本的な内容を勉強して臨まなければ、なかなか成果が得られないのではとの感想をもちました。町としては、折角いただいた機会ですから、熱が冷めないうちに、今まで取り組んできた電源三法関連の補助事業を検証し、新たな展開に向けての好機と捉えて、関係団体と早急に検討すべきと考えます。
